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〔 方   法 〕 
 対象は当院強度近視外来にて経過観察されている 239 眼のうち、光干渉断層計（OCT）で網膜微小皺襞が観察され
た７例７眼（男女比２：５、平均年齢 68.9±7.4 歳、平均眼軸長 29.1±1.3 mm）である。これらの症例に
OCT-Ophthalmoscope を施行し、その正確な網膜上の位置を同定すると共に、アムスラーグリッドチャートを用いて
皺襞と一致する網膜部位の機能も検討した。 
〔 成   績 〕 
１. 網膜微小皺襞の特徴 
 網膜微小皺襞は硝子体手術を施行していない強度近視眼の 2.9％（7/239 眼）に認められた。また、
OCT-Ophthalmoscope による観察ですべての網膜微小皺襞は網膜血管に一致していた。微小皺襞が網膜動脈のみに一
致するものが 86％（6/7 眼）、網膜静脈のみに一致するものは０％（0/7 眼）、網膜動静脈のに一致するものは 14％（1/7
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眼）であった。 
２. 網膜微小皺襞と自覚症状 
 問診で視力低下や変視などの自覚症状があるものは 86％（6/7 眼）、自覚症状がないものは 14％（1/7 眼）であっ
た。一方、アムスラーグリッドチャートを用いた３眼では微小皺襞に一致する自覚症状を認めたものは 67％（2/3 眼）、
自覚症状を認めなかったものは 33％（1/3 眼）であった。 




論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 強度近視眼には中心窩分離症をはじめとする種々の難治性疾患を生じることが知られている。しかし疾患発症の詳
細なメカニズムは従来不明であった。近年、中心窩分離症術後に網膜微小皺襞が高頻度に存在する事が発見され、こ
の網膜血管牽引が疾患に密接に関与することが示唆された。本研究では手術未施行眼での網膜微小皺襞の頻度及び特
徴を当院で経過観察中の強度近視眼239眼のうち光干渉断層計で網膜微小皺襞が観察された７例７眼について検討し
た。OCT-Ophthalmoscope で位置を同定すると共に、皺襞部位の視機能も検討した。結果、網膜微小皺襞は手術未施
行眼の 2.9％に認められ、強度近視眼には潜在的に網膜血管牽引が生じており、その牽引が様々な疾患に密接に関与
する事が示唆された。 
 網膜微小皺襞の発見、特に手術未施行眼での潜在的な網膜血管牽引の存在の発見はこれまで詳細不明であった強度
近視の病態解明及び疾患予防、治療法の確立に大いに寄与すると考えられる。従って本研究は学位に値するものと認
める。 
